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【授業内容】
この授業は自分用パソコン持ち込み方式（BYOD：Bring Your Own Device）

で実施します。
【受講前の準備学習等】
【受講者が当日用意するもの】
【その他（特記事項）】
を読み、受講環境を自身で整えられるか確認してから科目登録してください。
大学では多くの講義でレポートや論文（学術的な文章）が課されますが、大

学入学前までに書いてきた感想文や小論文とは何が違うのでしょうか。
この講義では、レポート・論文の要件や組み立て方（構成）、形式、学術的

な文章でよく使われる表現等、レポート・論文を書くときに必要な基本的な事
柄を学びます。
【到達目標】

1）�大学生活に必須であるレポートの書き方の基礎知識とスキルを身に付け
る。

2）レポート作成に必要なプロセスを経て、レポートを書くことができる。
【授業テーマ】

第１回　�レポート・論文とは何かを知ろう
第２回　�問いを立てよう
第３回　�レポートの組み立て方を知ろう
第４回　�先行研究を調べよう
第５回　�引用の仕方を学ぼう
第６回　�アウトラインを作成しよう
第７回　�パラグラフを書こう
第８回　�お互いのレポートを点検しよう

【学生へのメッセージ】
大学でレポート・論文を書いたことがない方向けの科目です。他の受講生と

ともに協力しながら主体的に楽しく学びましょう。
【受講前の準備学習等】

インターネットへの接続が必要です。学習センターでの無線LAN利用につ
いては、システムWAKABA学内リンクにある「面接授業のページ」または「学
生生活の栞」をご参照ください。

OS等のセキュリティ修正プログラムを適切に適用してください。また、ウ
イルス定義ファイルも適切に更新してください。

Microsoft　Word（ワード）で文書が作成できるように、Wordの入力操作
を練習しておいてください。
【成績評価の方法】

成績評価は、授業中の学習状況及びレポートの評点により行います。
【受講者が当日用意するもの】

１）持参する端末
　　�ご自身で操作可能なノートパソコン又はタブレット（キーボードがある

もの）を持参してください（スマートフォンは不可）。
２）OSの指定
　　�OSの種類は問いません（Windows、macOS、ChromeOS等）。ただし、

講義では講師はWindowsを使用するので、説明はWindowsになること
をご了承ください。

３）ソフトのインストール
　　�Wordのソフトを事前に持参する端末にインストールしておいてくださ

い。
４）その他
　　・USBメモリスティック（４GB以上）を１本持参してください。
　　・ソフトのバージョン指定はありません。
　　・�教科書（『失敗から学ぶ大学生のレポート作成法（第２版）』ひつじ書

房）は事前に購入して、当日持参してください（デジタル教科書も可）。
　　・参考図書は、購入不要です。

【教科書】
・�失敗から学ぶ大学生のレポート作成法　第２版（近藤裕子・由井恭子・春

日美穂／ひつじ書房／¥1,760／ISBN=9784823412479）
　�※各自、書店・インターネット等で事前に購入してください。入手に時間

がかかる場合がありますので、早めの注文をお勧めします。また、教科書
の「版」を間違えないようにご注意ください。「初版」ではなく、「第２版」
を準備してください。

【参考書】
・�この１冊できちんと書ける！ 【新版】論文・レポートの基本（石黒圭／日

本実業出版社／¥1,760／ISBN=4534060807）
【その他（特記事項）】

この科目は2009～2015年度「基礎科目」に該当します。
充電を完了した端末と、充電切れが生じたときのためにACアダプタも必ず

持参してください。
端末等に不具合が発生した場合、講師や学習センター職員では対応できない

ため、自身で解決する必要がありますのでご注意ください。
なお、端末の故障や必要なソフトをインストールしていなかったなど、本学

の責によらない事情で受講できなかった際は、単位認定できない場合がありま
すのでご了承ください。

学習センター（コード） 47A

クラスコード K

科 目 名 日本語の文章表現

科 目 区 分 基盤科目
ナンバリング 120
定 員 16名

担 当 講 師

タカハシ　ミナコ
髙 橋 　 美 奈 子

琉球大学
教育学部准教授

日程実施時間

2026年4月18日（土）
第１時限� 10：00～11：30
第２時限� 11：40～13：10
第３時限� 14：00～15：30
第４時限� 15：40～17：10

2026年4月19日（日）
第１時限� 10：00～11：30
第２時限� 11：40～13：10
第３時限� 14：00～15：30
第４時限� 15：40～16：25
試験・レポート等
� 16：25～17：10

実 施 会 場 沖縄学習センター
実習室
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【授業内容】
行動経済学は、人間の心理や行動を観察し、その特徴を明らかにすることを

通じて伝統的な経済学を再構築しようとする新しい分野で、近年注目を集めて
います。

本講義では、伝統的な経済学の考え方と対比させつつ行動経済学の考え方に
ついて学びます。
【到達目標】

講義で学んだ人々の心理や行動の「クセ」の特徴について的確に理解し、そ
れらを日常生活で見られる出来事と結び付けて考えることができるようにな
る。
【授業テーマ】

第１回　�行動経済学とはどのような分野だろう？－人間行動の「クセ」に焦
点を当てる新しい経済学

第２回　�行動経済学とこれまでの経済学はどこが違うのだろう？－これまで
の経済学の人間像「ホモエコノミカス」

第３回　�直感的で簡便な思考方法と人間行動の「クセ」 ①－代表性ヒューリ
スティクスと利用可能性ヒューリスティクス

第４回　�直感的で簡便な思考方法と人間行動の「クセ」 ②－アンカリング効
果とフレーミング効果

第５回　�期待賞金額－くじから得られる平均的な賞金額
第６回　�どうしてそのくじを買わないの？①－不確実性に対するこれまでの

経済学の捉え方「期待効用仮説」
第７回　�どうしてそのくじを買わないの？②－これまでの経済学の捉え方の

限界「アレのパラドックス」
第８回　�どうしてそのくじを買わないの？③－不確実性に対する行動経済学

の捉え方「プロスペクト理論」
【学生へのメッセージ】

講義では、受講生の皆さんと意見交流を行いながら一部双方向的に実施する
予定です。また、１日目の講義の終わりに２日目に実施するレポートの課題内
容を提示します。
【受講前の準備学習等】

シラバスの内容から判断して自己学習に努めてください。
【成績評価の方法】

成績評価は、授業中の学習状況及びレポートの評点により行います。
【教科書】

授業当日にプリントを配付します。
【参考書】

・�行動経済学入門（筒井義郎他／東洋経済新報社／¥2,640／
ISBN=9784492314975）

【その他（特記事項）】
この科目は2009～2015年度「共通科目」に該当します。

学習センター（コード） 47A

クラスコード K

科 目 名 行動経済学

科 目 区 分 導入科目：社会と産業
ナンバリング 220
定 員 30名

担 当 講 師

ホリ　カツヒコ
堀 　 勝 彦

琉球大学
国際地域創造学部准教授

日程実施時間

2026年4月25日（土）
第１時限� 10：00～11：30
第２時限� 11：40～13：10
第３時限� 14：00～15：30
第４時限� 15：40～17：10

2026年4月26日（日）
第１時限� 10：00～11：30
第２時限� 11：40～13：10
第３時限� 14：00～15：30
第４時限� 15：40～16：25
試験・レポート等
� 16：25～17：10

実 施 会 場 沖縄学習センター
大講義室
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